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＜市民フォーラムを成功させるために＞

7月5日（日曜日）午前10時～午後3時

市民会館大ホールに来てください

＜西脇の医療を守るために＞

あくまで市民主体のフォーラムです。市民病院

の危機的状況を認識し、それを支えるためのフ

ォーラムです。これが終点でなく、出発点にな

るようなフォーラムを目指しています。すなわ

ち、「来るべき西脇病院の未来をさぐる」ため

の市民フォーラムを共に創り上げましょう！。

＜多くの協賛団体が参加してくれました＞

西脇市・西脇市教育委員会・西脇市議会・西

脇市消防団・西脇市社会福祉協議会・西脇多

可婦人防火クラブ・西脇市地区赤十字奉仕団

西脇市多可郡歯科医師会・西脇市多可郡薬剤

師会・西脇市老人クラブ連合会・西脇市校園

長会・西脇市養護教諭部会・西脇市スポーツ少年団・西脇市民生委員児童委員連合会

・介護支援専門員協会西脇多可支部・西脇ロータリークラブ・西脇ライオンズクラブ

・黒田庄ライオンズクラブ・西脇納税協会・西脇市消費者協会・西脇市商業連合会・

西脇市連合区長会・国際ソロプチミストかすぎ野・西脇商工会議所・西脇市子ども会

指導者連絡協議会・救急ボランティア「勇気」・北播磨地域ビジョン委員会・西脇市

いずみ会・西脇TMO ・黒っこマザーズ・西脇市多可郡医師会・西脇小児医療を守る会

以上が協賛を表明していただいた諸団体です。ありがとうございます。

＜市民フォーラムに集まりましょう！＞

第 1 部 「西脇の医療を守るために」 実行委員会事務局・地域医療検討会 冨原

＜基調講演＞ 医療崩壊の現実としての自治体病院崩壊の現状報告をします。県内での医

療再編の進む中、県立尼崎・塚口病院の統合問題、神戸中央市民病院移転問題、加古川

市民・明石市民病院の内科崩壊、新加古川病院建設など再編統合の嵐が吹いています。

特に近隣病院をみれば、県立柏原病院の危機的状況、小野三木市民病院の合併統合（北

播磨総合医療センター構想）。その中で三木市民病院は自治体財政健全化法で経営が危

機的状況とされる「経営健全化団体」へ県内で初めて転落したことが報道されました。

西脇病院だけが血を流さず生き残れるなどはあり得ない状況になってきました。

少なくとも西脇病院の未来を考えるとき、①医師不足 ②赤字、低医療費政策 ③医師

のモチベーションの低下（救急の現場で・行政の不作為）などが問題としてあります。

国の医療行政の是正を迫りつつも、私たちには多くの時間が残されていません。
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医師不足の抜本的改善は当面望めないとしても、医師に選ばれる地域になることが重要と

考えています。だからこそ、市民が守る市民のための病院という考え方が重要です。市民

自ら正しい医学的知識を習得し、病院に対する適正な受診行動が今、問われています。

また病院自身は、人材育成・医師がきたくなる魅力のある病院、指導医のいる研鑽がつめ

る病院、専門医・認定医を取得できる病院など自らが魅力ある病院へと進化してもらいた

いです。その進化を市民が支えてこそ「西脇の医療を守る」ことにつながるのです。この

基調報告を受けて、パネルディスカッションを行います。司会に地域医療検討会の藤田医

師。パネラーには、西脇病院副院長・内科医の岩井先生をはじめ、市民、マスコミ、開業

医を選考しています。病院からは、西脇病院の現状、医師不足の状況、赤字問題。病院に

とって患者に望むこと、病院が行政に望むこと。さらなる病診連携をどう模索するか？

病院のスタッフの士気はどうか？北播磨医療再編の中で地域医療を守るためにどういう病

院を目指すのかを提示していただこうと思っています。市民からは、市民が望む病院を作

るために、市民が「目に見える支援」とは何かを語っていただきます。開業医からは、地

域医療を支える両輪として、さらに病診連携をどのように推進すべきかを問題提起します。

＜ランチタイムブレーク＞

お昼もここで出来ます。みんなで、ランチタイムをと

りながら、午後のフリートークへと展開します。 お

にぎりと冷たいゼリー、助六すし、わらびもち、お茶

と接待、コーヒーとミニあんぱんを用意しております。

基本的には有料ですが、お安いです（笑）昼休みの後

半には、「西脇東中学校音楽部」の皆さんによる、癒

しの軽音楽の演奏があります。難しい医療崩壊の講演

で疲れた頭を、ランチタイムブレークの公演でリフレ

ッシュさせてください♪♪♪

第２部 「あなたが守る地域医療。今、あなたに出来ることは！」

フリートークでは、午前中の基調講演、パネルなどで提起された問題に沿いつつ、広く市

民・住民の立場から、自分たちが、西脇病院を必要としていること、そして西脇病院をそ

れぞれの立場から支えていきたい、医師のつらい気持ちに報いるにはどうすればいいかと

その思いの丈をぶつけていただきたいです。魂の叫び、支援の声を病院の医師・看護師・

職員へ届けたいのです。心から地域医療を守ろうとする地域だけが、地域医療を継続でき

ると私たちは考えているからです。多くの方々のフォーラムへの参加を熱望しております。

7 月 5 日を、市民による地域医療の崩壊を食い止める夜明けにしましょう。

「地域医療検討会」は、6 月 24 日（水曜）7 時半から西脇区会館（コミセン）

多くの方の参加をお待ちしております。毎月第 2 水曜日です。（7 月は 8 日）

お尋ねは、西脇市多可郡医師会 <Tel 0795-23-3402>
メール会員の登録はこちらへ：tomihara@tomihara.com
検討会などの案内・連絡・情報提供を行っています。

http://tomihara.com でも地域医療のデータ・情報を公開しています。




